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◯ 大学・専門学校の部 ◯ 

・名古屋経済大学      ・名城大学      

・中部大学         ・東海学院大学 

・三重大学         ・三重県農業大学校   

・津市立三重短期大学    ・鳥羽商船高等専門学校 

・名古屋農業園芸・食テクノロジー専門学校 

 

※順位不同 

令和７年度 参加校 

次世代の農業を担う学生たちの 

環境に配慮した取組へのチャレンジ！ 
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ストップフードロス
規格外農産物の有効利用

愛知県立佐屋高等学校
園芸科学科２年生
ベジタブルコース

目的・背景

愛知県愛西市は、トマト、イチゴの産地である。本校では、大玉トマトの

品種「桃太郎ホープ」の周年水耕栽培を行っている。年間の収量は、約３ト
ンである。そのうち、傷、裂果等の規格外トマトが全収穫量の約３割発生す
る。フードロス削減のため、それら規格外トマトを有効利用できないのか、
様々な取組を実施した。（図８）

規格外水耕大玉トマトパウダー

佐屋高校産規格外水耕大玉トマトパウ
ダーのリコピン含有量分析

一般に市販の生トマトのリコピン含有
量は、３〜９ｍｇ／１００ｇであるのに
対して、日本食品分析センターで佐屋高
校の規格外トマトパウダーのリコピン含
有量を分析していただいたところ、佐屋
高校産規格外トマトパウダーのリコピン
含有量は、３３.１ｍｇ／１００ｇで、生
トマトの３.７倍〜１１倍含有しているこ
とがわかった。規格外トマトパウダーは
製粉機で製造した。（図１）

図１ 水耕大玉トマト
パウダー

佐屋高校産規格外水耕大玉トマトパウダー１００ｇ当たり

リコピン含有量 ３３．１ｍｇ（高速液体クロマトグラフィー）

（日本食品分析センターに依頼）

フードロス削減量

食品乾燥機で、ドライ前後の規格外水耕トマトの重量を測定したところ、ド
ライ後は重量が１／３０になった。また、規格外ミニトマトは、ドライ後は重
量が１／１０になった。規格外イチゴは、ドライ後は重量が１／７になった。
ナスは１／２０、ピーマンは１／２０、キュウリは１／３０であった。（表１）
これらのことから、重量換算すると規格外トマトが８１ｋｇ、規格外ミニトマト

が１０．２ｋｇ、規格外イチゴが１．４ｋｇのフードロス削減に貢献できた。これ
らにナス、ピーマン、キュウリを合わせて、ドライベジタブル製造によるフー
ドロス削減量は１８５ｋｇであった。

表１ ドライ商品市場出荷

取組内容

１ トマトクロワッサンの製造・販売
「さくらファーム」「PAN&Only」（津島市のパン屋さん）と連携し、トマト感満載

の「トマトクロワッサン」を製造・販売した。１００個製造するのに、ドライトマト３５
０ｇ、トマトパウダー５０ｇを使用した。トマトパウダー５０ｇは、規格外トマト１．５ｋ
ｇ分に相当する。（図２）
令和４年７月に製造・販売を開始し、令和７年６月までに約８万円を売り上げた。

規格外トマトのフードロス削減量は１９．５ｋｇであった。トマトクロワッサンは、約
１４００個製造・販売した。（図３）

図２ 販売の様子 図３ トマトクロワッサン
２ ドライトマト（トマトチップス）の製造・販売

大垣共立銀行、武田財団、中谷財団の研

究助成金を受けて、食品乾燥機、製粉機、ス
ライサー、真空包装機を購入した。

これらの機器を利用して、ドライトマト、トマ
トパウダー、真空パック入りドライトマトを製
造・販売した。（図４）

ドライトマトは、名古屋西青果市場に市場出
荷、校内販売（１袋２０ｇ入り５０円）等で、約５
万円を売り上げた。

図４ ドライトマト（真空パック）

３ ドライトマト試食会
佐屋高校の文化発表会でドライトマト

試食会を行った。アンケート調査を行った
ところ、５５名から回答が得られた。評価さ
れた点は、「トマトの味が濃い。生トマトより
美味しい。おやつによい。甘味と酸味のバ
ランスがよい。トマト１００％で、うま味が凝
縮されている。料理にいろいろ使えそう。」
等であった。あまり評価されなかった点は、
「酸味が少し強い。パリパリ感がない。」で
あった。（図５）

図５ ドライトマト試食会

４ ドライトマトのミネストローネ販売
（佐屋高校家庭科と連携）
「佐屋高フェスタ」で規格外水耕ドライト

マトのミネストローネ製造・販売を行った。
用意した６０食分はすぐに完売した。（図
６・図７）

この記事は、日本農業新聞に掲載された。
ドライトマトのうま味が濃厚で、「うま味と栄
養がダブルで味わえ、美味しい。」という感
想が多かった。

図６ ドライトマトのミネストローネ

５ 佐屋高校産水耕大玉トマトのグルタミン酸濃度
測定実験（規格品５個・規格外品５個供試）

（株）エンザイム・センサと（株）つくば食品評価センター
が共同開発したLーグルタミン酸試験紙でグルタミン酸濃
度の測定実験を行った。（図９）

一般にスーパーなどで販売されているトマトのグルタミ
ン酸濃度は、１００～２５０ｍｇ／１００ｇであるが、佐屋高
校産大玉トマト「桃太郎ホープ」のそれは、測定実験から
３００～５００ｍｇ／１００ｇであることが分かり、実験結果
からもうま味成分であるグルタミン酸を非常に多く含有し
ていることが分かり、購入者から「大変美味しい。」と言わ
れていることの裏付けができた。

図７ 販売の様子

図８ フードロス削減

結果・考察・まとめ
図９ グルタミン酸濃度測定実験

結果
１ トマトクロワッサン、ドライトマトの売り上げは、合計約１３万円であった。
２ 佐屋高校産規格外大玉トマトパウダーは、高リコピンであることがわかった。
３ フードロス削減量は約１８５kgで、ドライトマトの試食会もおおむね良好で
今後は、トマト農家の規格外品をドライトマトに加工して農家の収入向上を目指す。

考察・まとめ
１ 今後は、さらにドライトマト、トマトパウダーを利活用した商品開発を進める。
２ 高リコピン・高グルタミン酸であることから、栄養価、健康・美容面について

効果、効用をPRしていく。
３ 愛知文教女子短期大学と連携して、アレルギー対応商品について考案していく。

佐屋高校
大玉トマト
パウダー

リコピン含有量
生の約１０倍

KPI ⑧ フードロス半減

高-１



「バイオマス産業のまちづくりを目指して」
バイオマス栽培そして身土不二栽培へ

はじめに
図１は私たちが目指す多気町におけるバイオマス産業のまちづくり構想図です。多気町役場より
依頼を受け、バイオマス発電所より排出される消化液を農業利用できないかと多気町役場より依
頼を受け、調査を開始しました。同時に、身土不二をテーマにした農薬に頼らない農産物生産に
も取り組みました。

バイオマス栽培への挑戦
大阪府にあるバイオマスプラントの消化液を使って、空心菜、イチ
ゴ、次郎柿での栽培調査を実施しました。結果、イチゴ、次郎柿は
通常の肥料に比べ収量が少ない結果となりましたが、空心菜では約
２割増しの収量（表１）となっただけでなく、１a当たり25,000円
の増収（図２）となりました。この取り組みから県立秋田大学にあ
るバイオマスプラントを相可高校へ移設しないかと相談がありまし
た。しかし、移転するには多額の費用が必要となることがわかり、
私たちはクラウドファンディングに挑戦し、目標金額の３００万円
を上回る資金を得ることができ相可高校総合農場へプラント移転す
ることができました。（図２）
農場へ移設したプラントへは相可高校食物調理科で破棄される食品
残渣や収穫しても販売できなかった農産物を投入して排出された消
化液を使いバジル栽培に取り組みました。（図３）収量も通常の栽
培に比べ大幅に増えました。（表３）さらに６次産業化にも取り組
み「バイオバジルオイル」（図４）を完成させることができました。

図１ 目指す地域図

表２ １a当たりの収支表

図５ アルカリフーツ

三重県立相可高等学校生産経済科 長岡明日香・宮﨑咲妃

図２ バイオマスプラント 図３ バジル栽培

成果と今後の展望
成果としては、バイオマス栽培、超バイ
オマス栽培、身土不二栽培の成功で安
心・安全な食材を生産できたことが挙げ
られます。さらに、その食材を使って地
域のカフェの協力で子ども食堂を営業で
きたことが大きな成果となりました。
今後は身土不二栽培に農福連携、園芸福
祉を取り入れた取り組みを展開すること
で、地域の子どもたちと野菜栽培を行い、
収穫した野菜で子ども食堂を営業する新
しい子ども食堂の営業形態を考えたいで
す。そこから地域農業や環境保全につな
がると考えます。

キーワード１ バイオマス栽培
バイオマス発電所から排出される消化液を肥料として活用した栽培
法で窒素肥料としての効果を確認できた
キーワード２ 身土不二
体は環境と切り離せないという意味であり、自分が長く暮らしてい
る土地で生産された食べ物を食べることが体にいいという考え方

表１ 空心菜の収量調査

表３ バジルの収量調査

私たちの考える身土不二栽培とは
１．農薬に頼らない栽培
２．肥料はバイオマス消化液
３．使用する材料もその土地の物から選ぶ

身土不二栽培への挑戦
バイオマス栽培、超バイオマス栽培の成功からもっと環境や地域の
農業、消費者の健康などを考えた栽培法に挑戦しました。
取り組んだのが「ヨモギ液」（図７）や「スギナ液」です。その液
を散布したところ効果が認められました。また、土壌改良剤の代わ
りには農場の樹木の剪定枝を焼却した灰を使いました。肥料はもち
ろんバイオマス消化液です。
そして、相可菜やジャガイモなどの野菜（図８）を栽培し安心・安
全な食材生産に成功しました。

図４ バイオバジルオイル

図６ 木質焼却灰

超バイオマス栽培への挑戦
バイオバジルオイルの開発途中で「アルカリフーツ」と呼ばれる廃
棄物が排出されることがわかりました。（図５）原料は菜種やコー
ンであることから植物の生育促進に役立てることはできないかと考
え、野菜や樹木に散布したところ効果があることを確認できました。
また、木質バイオマス発電所で排出される「木質焼却灰」（図６）
の農業利用の調査も実施し、石灰の代わりとして利用できることえ
を確認できました。
私たちはこの栽培を「超バイオマス栽培」と名付け、多くの作目で
継続した調査をしています。

図７ ヨモギ液 図８ ジャガイモ栽培 高-２



地元食材の活用 〜未利用資源の青バナナの加工・商品化をめざす〜
三重県立伊賀白鳳高等学校フードシステム科パティシエコース

⓵目標
私たち伊賀白鳳高等学校フードシステム科パティシエコースでは、製菓の知識・技術を学び、製品づく

りを通して、地域の人との交流をおこなっている。今回は農福連携を進めているNPO法人伊賀の友のばな菜
ファームで栽培されている青バナナを使った商品開発と地域連携につなげることを目的として取り組んだ。

日程 取り組み
2024年11月 バナナ農園見学

冬休み レシピ考案
2025年1月

〜5月
商品開発発表会

各自試作(20作品)

→10作品に絞る
2025年6月 校内販売

→改良
2025年8月 白鳳Caféにて販

売

⓶取り組み内容
（１）地元の農産物 バナナについて知る ＝地元農家との交流＝

三重県伊賀市の新たな特産物として『伊賀産忍者バナナ』は、2022年
8月に定植している。皮まで食べられる国産で農薬不使用のバナナを使
用したお菓子を作れないかと相談があり取り組みがスタートした。まず、
農園へ見学、収穫を体験した。ここでは、さまざまな障がいを抱えてい
る方が施設外就労として農園を支えている。バナナは実は食用に、葉は
お茶にしたり、動物のおやつや、草木染の材料になる、茎の部分は和紙
に加工できることを知り、バナナの可能性を見ることができた。

２０２４年度は、芭蕉翁
生誕３８０年記念事業イ
ベントにて、月見の献立
再現の会から依頼を受け、
松尾芭蕉にまつわる菓子
を考案。植物の芭蕉の木
がバナナの仲間というこ
とから、バナナを使用し
た菓子の開発に取り組ん
だ。

⓷結果と考察、まとめ
〇加工法：青バナナという未知の食材をどのように加工していくかが課題となった。まず、そのままで

は食べられないことから加熱が必要。主に電子レンジでの加熱方法でおこなった。
〇収穫時期の問題：温室ハウスの中で育てられているバナナだが、収穫時期が限られており、安定した

販売（イベントの販売）に合わせるため、収穫時期に加熱をした後、冷凍保存しておくという手段を
とった。菓子製造時に解凍し、活用することができた。

〇販売経路：校外での販売の際、周辺地域への告知のタイミング、方法、範囲など反省する点が多かっ
た。地域との交流をもっと深める必要がある。

〇地元食材の活用：今後も地元農産物の実態を調べ、材料の特性を活かした活用法を考えていきたい。

（２）青バナナをお菓子に ＝商品開発＝
今回使用したのは、グロスミッシェル種の青バナナ。伊賀地域では寒

く青バナナとしてしか栽培できない。追熟してえ黄色くなればそのまま
食べられる濃厚なバナナだが、熟す前は加熱する必要がある。下処理と
して①蒸す②電子レンジで加熱する 方法で、ほくほくのじゃがいもと
栗の間のような食感であった。レシピの考案→試作→改良をくり返し、
５月商品開発発表会を開いた。農園の代表、学校職員が審査員として参
加、味、見た目、商品としての価値について審査いただいた。

（３）地域へ発信！ ＝地域と連携した活動＝
青バナナレシピを１０個にしぼり、６月校内販売をおこなう。生

徒、教職員の方々に購入いただき、さらに良いものを目指す。
８月１日、旧上野庁舎内カフェ施設にて白鳳カフェを開く。これ

は実践的起業家教育授業の一環で外部の講師による「カフェの学
校」の講義を受け、コンセプト、ターゲット、どのような目的のカ
フェなのかなど考えることができた。製菓の技術だけでなく、経費
の計画、広報、お客様への対応など様々な視点からカフェショップ
を開業する体験をすることができた。
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ジビエの利活用による環境保全計画

１ 消費者と生産者の交流を通じた相互理解の促進

緑に囲まれた地域では、市街地でも野生動物が頻繁に目撃されている。野生動物たちは捕獲されたあと廃棄さ
れるばかりで猟師の方々も処理に困っている。しかし、ジビエ料理として捕獲した野生動物を活用することで、
猟師の方々のモチベーションに繋がり野生動物の捕獲頭数が増え市内の農作物被害も減少するのではないかと考
えている。また、ジビエ料理の食文化が発展することで地域の郷土料理として活気づけることができる。

２ 目的・背景

３ 取組内容

(１) 鳥獣害に関する講話 (２) 試食会

(３) 鹿肉の解体見学 (４) 試作会 (５) レシピ開発

４ 結果 ５ 考察・まとめ

(１) 取組発表

新城市ジビエフォーラムにて活動報告を

行いました。

(２) レシピ開発・販売

道の駅「もっくる新城」さんのフードコート内

にて期間限定で販売を行いました。

１食 税込み ¥1,080 売上販売数 277食

愛知県立新城有教館高等学校(畜産専攻)

新城市は緑に囲まれた歴史ある市

特産品も多く、農業生産も盛んであるが鳥獣害による農作物被害に悩まされている

ジビエ料理を普及し、鳥獣害に関する関心とジビエ料理を普及する活動

鳥獣害対策で捕まえられた野生動物の多くは処分

今回のジビエ料理のレシピ開発を
通して少しでもジビエ料理の魅力を
伝えられたと思います。
これから、ジビエ料理の広報活動

を通して鳥獣害による農作物被害を
減少させていきたいです。

高-４



有益菌を使った有機栽培
~Organic cultivation using beneficial bacteria~

鈴木蒼也 片桐彼方 森大和
〇要約
化学農薬削減のため、それに替わる生物由来の農薬を作るために有益菌の培養を行った。

結果、納豆菌が最も防除効果が高く酵母菌が成長促進効果があると分かった。
〇テーマ設定理由
有益菌を使った害虫防除を行い、化学農薬を使わない有機栽培の実現

〇調査項目
・葉幅 ・葉数 ・食害葉調査
・培養液を300倍に希釈して、週に一度、菌の散布と生育調査を行う。

〇調査区
対照区、試験区１（納豆菌）・２（乳酸菌）・３（酵母菌） ・試供作物：キャベツ

食害葉
月日 対照区 納豆菌 酵母菌 乳酸菌

5月21
日 0 0 0 0

5月26
日 4.8 1.8 3.8 4.5

6月2日 8.3 6.5 8.5 8

6月9日 11.3 11 12 11.5
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〇結果・考察
・生育調査の結果は葉数に大きな差は見られないものの葉幅
は酵母菌が最も優れており、結球も充実していた。
→酵母菌は有機物を分解することにより、炭酸ガスを発生さ
せ、土壌の隙間を増やし、根の成長を助ける働きがある。
・食害葉の数は納豆菌がもっと少ない結果になった。
→納豆菌は青虫などの幼虫を殺す成分を保持しており、納豆
菌が付着した葉を芋虫が食べることによって、成分が体の中
に入り中毒を起こしたと思われる。

〇まとめ・課題
今回の結果から酵母菌は生育促進作用、納豆菌は害虫予防効果が期待できると分かった。
しかし、大きな差はあまり見られなかった。

・効果を上げるために散布濃度の見直し散布頻度を上げる
・菌を併用するなどして、効果を高める
・土壌の三相構造を調べ、変化が起こっているのかを確かめる

次回の白菜の栽培で改善していく。

対照区 乳酸菌

酵母菌
納豆菌

【調査方法】
・培養液の作成
ペットボトルに精製水、無調整豆乳、黒糖
納豆(納豆菌)・ラブレ(植物性乳酸菌)・ドライ
イースト(酵母菌)を入れ、混ぜ合わせる。
＊納豆菌は好気性のため空気を入れ替える。
・散布量
葉から滴り落ちる程度 葉数

月日 対照区 納豆菌 酵母菌 乳酸菌
5月21

日 10 10.5 10.3 9.8

5月26
日 12.3 11.3 12.5 11.8

6月2日 13.5 13.5 15.8 14
6月9日 15.5 14.5 16.7 15
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尿素 リン酸アンモニウム 塩化カリ

①タンク内等温度測定
②糞尿など有機物投与
③タンク内撹拌
④メタンガス濃度測定
⑤消化液ｐＨ測定
⑥消化液の排出
⑦ガス採取パック確認
⑧記録写真撮影
⑨調査記録メモ

社会へ繋げる畜産廃棄物～堆肥化とバイオガス発電で社会貢献！～
岐阜県立大垣養老高等学校 動物科学科３年 循環型農業で地球環境を守り隊 代表 加納愛与

１．みどり戦略との関連性

私たちの活動は、次の５点に関連しています。 ①持続可能なエネルギーの調達【３．活動内容(4)】 ②未利用資源の活用【３．活動内容(1)(2)】
③資源のリユース・リサイクル【３．活動内容(１)(2)(5)】 ④持続可能な輸入原材料の切り替え【３．活動内容(1)(2)(3)】
⑤環境にやさしい持続可能な消費の拡大や食育の推進【３．活動内容(1)(2)】

２．目的・背景

①課題発見の背景
・ 学校には、木曽馬3頭、乗用馬2頭、肉牛２０頭を飼育。
・ 家畜から排出される糞尿は有効活用できているの？ という素朴な疑問。
⇒堆肥化処理して、校内の飼料園や地域の農家に無料配布しているが、供給量に対し需要が少なく在庫が溢れている。との先生からの回答。
⇒私たちが管理する馬の糞尿の堆肥化。堆肥の販売促進にチャレンジすることに！

・ 活動をスタートさせると、なんとバイオガス発電の話に発展 ！
②活動の目的と将来ビジョン

１）馬糞堆肥を商品化して利用促進を図る ⇒ 輸入肥料に頼らない日本の農
業２）馬糞や未利用資源からのバイオガス発電を成功させる ⇒ 輸入化石燃料に頼らない日本の電力供給
３）家畜の飼育が「循環型農業」「持続可能な地球環境」に繋がることをＰＲする ⇒ 家畜飼育の価値観が変わる

３．活動内容

５．考察・まとめ

(1)馬糞堆肥の商品化と利用促進を目指して～堆肥化基礎実験①～

１）目的 本校で飼育する馬及び敷料などから生産する堆肥の有効性を調査するために、二十日大根を用いた栽培実験を実施。
２）試験区の設定 試験区１：生糞混和区 、 試験区２：堆肥化３ヶ月後堆肥の混和区 、 試験区３：堆肥化６ヶ月後堆肥の混和区 、 対照区：混和しない

(３)消費拡大による普及

(２)馬糞堆肥の商品化と利用促進を目指して～堆肥化基礎実験②～

１）目的 基礎実験①の結果に基づき、化学肥料との比較実験を実施。
２）試験区の設定 試験区１：堆肥化6ヶ月後堆肥基肥施用区 、 試験区２：化学肥料基肥施用区 、 対照区：基肥無施用区
３）作目 ジャガイモ、サトイモ、バラ

(４)バイオガス発電へのチャレンジ (５)バイオガスプラントから産出される消化液の利用

(1)馬糞堆肥の商品化と利用促進を目指して～堆肥化基礎実験①～

葉長 根長 根直径
試験区１ 2.9 1.3 0.4
試験区２ 9.4 2.1 1.4
試験区３ 10.1 2.2 1.5
対照区 8.4 1.9 1.2

単位はcm

試験区１ 試験区２ 試験区３ 対照区

(２)馬糞堆肥の商品化と利用促進を目指して～堆肥化基礎実験②～

4/28 5/26 4/28 5/26
試験区１ 43.8cm 45.6cm 6.4 5.3
試験区２ 44.1cm 45.6cm 6 5.5
対照区 45.1cm 45.3cm 6 6

草丈 葉色
①ジャガイモ 【生育調査】 【収量調査】 ②バラ

収穫重量 収穫個数 1個当たり
試験区１ 1345ｇ 108 87.2ｇ
試験区２ 1411ｇ 109 90.6ｇ
対照区 1262ｇ 105 84.2ｇ

(３)消費拡大による普及

R6 R7
356kg 508kg

サツマイモ農家が栽培実験に協力。
シルクスイート500株の収量について
比較。（５ａに３ｔ利用）結果、収穫量が
約１４２％増加。秀品率も向上したと報
告を受けた。

②地域農家による施用と栽培実験

(４)バイオガス発電へのチャレンジ

(５)バイオガスプラントから産出される消化液の利用

令和3年度肥料の輸入状況 【農水省】

令和４年度 エネルギー自給率【経産省】

調査期間中の平均値
試験区１ 試験区２ 対照区

草丈(cm) 50.4 41.9 33.5
葉色 2.9 4.0 1.4

新芽数 10.2 6.6 2.2
蕾数 6.0 2.8 2.0

開花数 2.8 2.3 2.0
香り 強 中 弱

現在、ダイコン、二十日大根、キャベツ、ブロッコリーを用い栽培実験中。

調査項目すべてにおいて、堆肥化６ヶ月後の堆肥の生育が旺盛であった。
また、未熟堆肥の施用は、無施用区より劣る結果となった。完熟には６ヶ月間を要すると考えた。

４．結果

給与する堆肥及び化学肥料内の窒素成分量が同等にな
るような量を施肥して栽培した結果、ジャガイモでは試験区
１・２ほぼ変わらない収量が得られた。バラでは堆肥が香り
に影響を及ぼすなど、多くの調査項目で差が見られた。

①販路拡大による普及

20 で袋詰めした馬糞堆肥
を校内販売所にて300円で販
売した。4月～9月までわずか66
袋だったため、近郊のホームセ
ンターに販促活動を展開。その
後は販売が急拡大した。

家畜の糞尿を堆肥として利用する以外の活用方法として、バイオガスプラントの設置と運用
による発電ができることを東京の企業及び京都大学大土井教授からアドバイスを頂くことに。
飼飼育する家畜の糞尿や学校内の寄宿舎（自営者育成寮）から廃棄される食品残渣を利用
してメタンガスを発生させ、そのガスを利用し発電まで実現しようと、早速チャレンジ！

完成したバイオガスプラント
【令和7年5月】

企業・大学教授より寄贈を受けた私たち【令和7年６月】

毎日の活動項目

毎日一定量の有機物を投与したが、発生するガスの量は異なってい
た。「糞尿＜食品残渣＜米ぬか」といった傾向があり、安定したガス発
生には至らなかったが、毎日ＳＮＳを通じ、企業・大学教授と連携するこ
とで、一定濃度以上のメタンガスを継続して採取することに成功した。
採取したメタンガスを用い、お湯を沸かすことにも成功し、エネルギーの
自家生産に感激した。ガソリン燃料で作動する発電機の燃料をメタン
ガスに置き換え作動させることにも成功した。

メタンガスでお湯を沸かす
【令和7年９月】

(1)馬糞堆肥の商品化と利用促進を目指して

(２)販路拡大による普及

(３)バイオガス発電へのチャレンジ

①馬糞堆肥の完熟には約６ヶ月を要することが分かった。
②ジャガイモでは化学肥料と変わらない収量を得た。
③バラでは、ジャガイモ以上の効果が見られ、今後さらな
るる追加実験を行い、バラ産地の岐阜県の農業に貢献
でできるように取り組みたい。

①循環型農業の推進のためにも、馬糞堆肥を普及させ
たたいとの思いで、９月にホームセンターでもＰＲ活動を
展展開したことで購入者が増加した。地道な活動では
ああるが、化学肥料を用いない栽培がさらに普及するよ
うう継続して取り組みたい。
②地域農家の方からは、収量が増加するだけでなく、土
のの物理性も良くなったのではないか。それが秀品率の
向向上にも影響したのではないかと話していただいた。

①バイオガスプラントの設置が実現できた。
②手探りの運用であったが、メタンガスを採取できた。
③メタンガスの発生量が、投与物質によって変化するこ
ととが分かったので、有機物ごとの発生量について今
後後解明し、安定したガス発生に繋げたい。
④採取したメタンガスを利用し熱を生み出すことに成
功功した。
⑤発電機の燃料としてメタンガスを利用することができ
たた。ただ、発電機を長期間作動させることができなか
かったので、今後さらなる研究に取り組み、発電から蓄
電電にまでつなげたい。

(４)バイオガスプラントから産出される消化液の利用

現在、調査中だが、栽培に活用できることを立証し、堆肥
とともに有機質肥料として利用でき、輸入肥料の削減に寄
与したい。

私たちの目指す未来の農業と地域社会

木曽馬の
     飼育

飛騨牛の
     飼育

山積みされる堆肥

上）馬糞堆肥（20ℓ
袋） 販売数量の推移
右）販売促進活動に用
いたパンフレット
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概要

■研究背景
日本は世界一の焼却ゴミ排出国であり、生ごみは焼却ゴミの約

40％を占めている問題がある。生ごみの約80％は水分で、焼却には
大きなエネルギーを要し、環境負荷が大きくなっていることが課題
となっている。さらに、化学肥料の価格高騰により、農業現場では
代替資源の確保が急務となっている。

■目的
本研究では、生ごみを適切に分別・堆肥化し、地域資源として活

用するスマートコンポストを開発することを目的とする。このコン
ポスターはゴミ集積場などに設置したAI搭載のコンポスターにより、
家庭や小規模農家から出る生ごみの堆肥化適性を自動で判定し、安
全な堆肥の生成と循環を支援するものである。これにより、堆肥化
に不向きな生ごみをAIで自動識別することで、土壌や植物への悪影
響を防ぎ、地域単位での持続可能な資源の循環を実現するとともに、
環境保全と食糧生産の両立を目指す。

■システム概要
本システムは、画像解析を用いて利用者の家庭から出た生ごみ

を分別して堆肥を作り、利用者への堆肥の受け渡しを支援するコ
ンポスターである。USBカメラ、距離・温度センサ、Raspberry Pi
で構成されている。

本システムには、主に4つの機能がある。「生ごみが堆肥に適し
ているか分析する機能」、「コンポスターで管理している堆肥の
容量を測る機能」、「堆肥の温度変動から堆肥の完成時期を求め
る機能」、「QRコード認証でコンポスターの使用回数を記録する
機能」である。

■コンポスター
コンポスターは自作のものを使用する。コンポスターの構造を

図2に示す。コンポスターはディスプレイ、生ごみ台、ボタン、
攪拌装置で構成されている。

ディスプレイは利用者に向けてコンポスターの使い方や、堆肥
の状態を表示する。

生ごみ台は生ごみが堆肥に適していると識別した場合、モー
ターを回転させ、生ごみを容器に投入する。

利用者は目的に応じて「生ごみ投入」と「堆肥受け取り」のボ
タンを押し、生ごみを投入する。生ごみの分別を待っている間に、
攪拌装置で容器に入った堆肥を攪拌する。

画像解析による生ごみの分別と堆肥化を行うコンポスターの開発
鳥羽商船高等専門学校 岡 駿希 (代表者)

■生ごみの分別
生ごみをカメラで撮影し、撮影した画像を機械学習、画像処

理を用いて、生ごみが堆肥に適しているかを識別する。
モデルはTensorFlow Liteで作成する。生ごみはそれぞれが異

なる特徴量を持っているため、多種類の生ごみをそれぞれ「堆
肥に適している生ごみ」として識別する。それ以外の物体は
「堆肥に適していない生ごみ」と識別される。
大きな生ごみは堆肥化に時間がかかるので、ピクセル数から面
積を求め、「細かく切る必要がある生ごみ」と識別する。

■堆肥の管理
距離センサと温度センサを用いて堆肥の管理を行う。
距離センサから取得した値を堆肥の容量として表示する。

コンポスターには生ごみを集める容器と堆肥化させる容器があ
る。堆肥が容器の8割まで溜まると生ごみ台の角度を変えて、
生ごみを集める容器を変更する。堆肥化させる容器の5割を下
回ると、堆肥の受け取りを制限し、一定量を残して土の補充を
不要にする。

温度センサを用いて堆肥化が終了するタイミングを求める。
生ごみを投入した直後は温度が上がり、時間が経つにつれて温
度が下がる。温度の変動が小さくなると堆肥の成熟が始まる。
この性質を利用して堆肥化が終了するタイミングを求める。

研究背景と目的

今後の展望

図3 生ごみの分析方法と動作手順

画像処理はOpenCVで
おこないます。

教師あり学習で生ごみを分析
するモデルをTensorFlow 
Liteで作成します。

識別された生ごみをそれぞれセ
グメンテーションします。

全て適している生ごみと判断され
た場合、生ごみの面積を求めます。

物体を検知し堆肥化適性を調べます。

堆肥に適している生ごみの大きさを検出します閾値は
カメラと生ごみ台の距離から調整します。

大きい場合

問題ない場合

■コンポスター
システムの改善案として、コンポスターの外枠の素材をプラス

チック段ボールから変更し、臭い対策や雨風対策が実現できるよう
にする。また、攪拌装置の機能を手で回す方法から足で回す方法に
変更し、攪拌が容易にできるようにする。

■生ごみ分析API
現在は3種類の生ごみ(みかんの皮・人参・ピーマン)を識別可能で

ある。1枚の画像に対して、1〜２オブジェクトをアノテーションし、
400枚学習させている。今後は、識別が困難であった卵の殻や茄子
の皮など、特徴量が少ないものを学習させていく。

また、生ごみとしての形が不定形であるものや色合いが背景に似
たものなどの学習を進め、精度を改善していく。

図1 システム構成図

Raspberry Pi

距離センサで質量、温度センサ
で地温を測定します。

温度の変動から堆肥の
完成時期を求めます。

生ごみの堆肥化適性
を分析をします。

分析結果をもとに生
ごみを色分けします。

QRコード認証

生ごみの撮影

コンポスターを使
用するためにQR
コード認証をします。

生ごみを
リアルタイ
ムで検出し
ます。

堆肥の総量と
完成時期を表示
します。

堆肥に適して
いない生ごみを
取り除いてもら
います。

ユーザIDとコンポス
ターの使用回数を記録し
ます。

ユーザ情報
コンポスターを使

用するとスタンプが
たまります。利用者
はスタンプで使用回
数を確認できます。

図2 コンポスターの性能

コンポスターの性能
ディスプレイ
利用者にコンポスターの使い方や、堆肥
の状態を表示する。

生ごみ台
生ごみ台が堆肥に適していると、識別さ
れた場合、モーターによって台が回転し、
生ごみを容器に投入する。

2つのボタン
「生ごみ投入」「堆肥の受け取り」の2
種類のボタンを設置し、利用者は目的に
合わせてボタンを押す。

攪拌装置
容器に入った堆肥の攪拌を容易にする。

図4 堆肥の管理方法と距離・温度センサの用途

温度変動と最高温度に応じて堆肥化が終了する
タイミングを週単位で表示します。

生ごみ 堆肥

距
離
（ ）

距離センサ

堆肥

取得した距離（ ）を堆肥の質量として表します。

生ごみを集める、堆肥を受け取る場合に合わせた閾値
を設定します。

閾値① 閾値②

堆肥の温度変動
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食品廃棄物削減に向けた資源循環の取り組み

１.みどり戦略との関連性
私たちの取り組みは、「食品廃棄物の発生抑制」というみどりの食料システム戦略に基づき、その実現に向けた具体的な手

段として、食品サイクル法に沿った生ごみ堆肥化の活用を検証したものである。
２.目的・背景

生ごみの焼却処理は、年間約2000万トンに及び、多大な環境負荷とエネルギー消費を招いている。食品残渣削減を達成する
ためには、食品残渣を廃棄物として処理するのではなく、資源として捉え、循環させる仕組み作りが最も重要な課題である。
本検証は、この課題に対し、食品廃棄物を原料とした生ごみ堆肥を、農地で有効的に活用できるかを栽培実験を通して検証す
ることを目的とする。 出典：環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」より
３.取組内容

実験は2025年9月9日から11月14日の期間にわたり、愛知県東郷町の農場にてプランターで実施した。栽培条件としては、
「土のみ」「ぼかし肥料＋土」「生ゴミ堆肥＋土」の3種類を設定し、この3種類の条件の土壌にブロッコリーと小松菜を植え
付け、比較栽培実験を行った。尚、本実験では、全期間を通じて農薬および化学肥料は一切使用せず、有機肥料のみの条件下
で栽培を実施した。
４.結果

５.考察とまとめ
生育初期において、「生ゴミ堆肥＋土」では、土壌内部の乾燥やシロカビの発生が確認された。これに対し、この時期の

「生ゴミ堆肥＋土」は土壌状態が不良であり、生育を阻害していと判断される。この現象は、配合された生ゴミ堆肥に含まれ
る微生物の活動が土壌の水分を奪ったことと、微生物が生ごみを分解すことによって生じる発熱により、土壌乾燥を招いたこ
とが原因であると考えた。生ごみを堆肥として使用するには、十分な水分管理を行うか、あるいは完全に発酵した生ゴミ堆肥
を使用する必要があると考えられる。(表1)

生育後期では、「土のみ」は土の中の養分が尽き、大きくなる前に成長が止まった。「生ゴミ堆肥＋土」は初期は成長速度
が遅かったが、最終的には「ぼかし肥料＋土」より成長した。また、「ぼかし肥料＋土」は初期から肥料が効いて成長速度が
速かったが、虫食いが多かった。それに対し、「生ゴミ堆肥＋土」は虫食いが最も少ないという結果が得られた。このことか
ら、急激な肥料効果は虫食いを誘発しやすいこと、また、生ゴミ堆肥の持つ緩やかな肥料効果が、虫から作物を守り、成長さ
せたと考えられる。(表1)

本検証より、生ごみ肥料は、肥料としての効果が十分にある考えられる。

名古屋農業園芸・食テクノロジー専門学校
農芸テクノロジー科 農チーム 西川裕紀

図１ 生育初期(9月27日) 図３ 生育後期(11月14日)

生
ゴ
ミ
堆
肥
入
り

ぼ
か
し
肥
料
入
り

土
の
み

表1 栽培実験の結果

栽培条件 9月27日 10月17日 11月14日

生ゴミ堆肥10Ⅼ＋土30Ⅼ

保水性が低い
乾燥していた
白カビが発生していた
生育が一番不良だった

生育が二番目に良好だった
虫食いが一番少なかった

一番生育が良好だった
虫食いが一番少なかった

ぼかし肥料300g＋土30Ⅼ 保水性が高い
生育が二番目に良好だった

生育が一番良好だった
虫食いが一番多かった

虫食いが進んでいた
小松菜の可食部があまりなかった

土のみ30Ⅼ 保水性が高い
生育が一番良かった 生育が小さい状態で止まっていた 生育は10月17日から変わっていない

図２ 生育中期(10月17日)

28日後20日後

図4 協力企業
Reencleハイブリット式
生ごみ処理機を使用した様子
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規格外野菜を加工した商品開発とマルシェ販売の取り組み

１．みどり戦略との関連性
農薬・化学肥料・除草剤不使用の作物の栽培
それに伴う規格外野菜を利用した商品開発とその販売
２．目的・背景

規格外野菜は品質に問題がなくても見た目の理由で流通されず、食品ロスの一因となっている。
みどりの食料システム戦略でも、食品ロス削減と資源循環が重要課題として掲げられている。

私たちは規格外野菜をフードドライヤーで乾燥加工し、新たに付加価値を付け販売することとした。（図１）
安心安全な食材をコンセプトにしたイベント「こだわりん おそとのフードマーケット」とコラボレーションす
ることにより、生産〜加工〜販売までを検証する。（図４）
また、持続可能な食品ロスの削減と環境負荷の低減に貢献することを目的とした。
３．取組内容・結果

この取り組みでは、市場に出回らない規格外野菜をフードドライヤーで乾燥させることで保存性を高め、
新たな加工品として販売することで食品ロスの削減に貢献できる。（図３）
また、乾燥によって重量が軽くなり、輸送や保管に必要なエネルギーも削減できるため、サプライチェーン
全体の環境負荷低減にもつながる。

これらの活動は、食料生産から流通・消費までの環境負荷低減を目指す「みどりの食料システム戦略」の
方向性と一致しており、持続可能な食料システムの構築に寄与する取り組みである。
廃棄予定だった野菜を商品化することで、食品ロス削減・資源の有効活用・環境負荷低減に直接貢献。

マルシェでの販売を通して、環境負荷低減の取り組み「みえるらべる」を貼ることで、消費者への啓蒙活
動として取り組むことができた。(図２)

(図１)
フードドライヤーで乾燥

(図２)
みえるらべるを貼りパッケージ化

(図３)
販売した商品

(図４)
実際の販売の様子

４．考察

名古屋農業園芸・食テクノロジー専門学校
農芸テクノロジー科 食チーム 定兼みのり

・乾燥加工は食品ロス削減に効果的である。
生鮮では廃棄されやすい規格外野菜も乾燥させることで長期保存が可能になり、ロスを大幅に減らせる。

・付加価値を生み出す実践的手法
にんにくや玉ねぎは乾燥させることで重量が減り、保存性・利便性が向上。
消費者ニーズとも合致しており、持続可能な販売モデルとして成立しやすい。

・みどりの食料システム戦略との整合性が高い
今回の活動は、食品ロス削減・資源循環・環境負荷の低減に直接貢献しており、
地域でできる具体的な実践例といえる。

・今後の拡大可能性
種類や数量、販売方法を工夫し、さらなる価値創出に期待できる。

５．まとめ

・食品ロス削減と環境負荷低減に効果があり、みどりの食料システム戦略の方向性と一致している。
・今回の加工は小規模ながら、廃棄されるはずだった野菜を商品化することに成功。
・今後は加工量の拡大や販売方法の工夫により、持続可能な食料システム形成への貢献をさらに強めてい

きたい。

(図５)
協力企業：Ｌａｗｉｎ株式会社

食 品 ロ ス の 回 避 と 環 境 負 荷 低 減 へ の 取 り 組 み

大・専-３



大・専-４



大・専-５



大・専-６



大・専-７



大・専-８



大・専-９



大・専-10



大・専-11



大・専-12



大・専-13



大・専-14



大・専-15


